
会長就任の挨拶

日本農業気象学会長 富富士士原原和和宏宏

2023 年 3 月の総会での承認を経まして，2023 年－2024 年
期の会長に就任いたしました。本学会では現在，「学会運営業

務の効率化および組織・運営体制のスリム化」のためのいくつ

かの主要な作業を完了し，おぼろげながらもゴールが見え始め

ている一方で，学会の新たな魅力の創造と学会活性化のため

の新たな活動を策定すべき時期に差し掛かっております。この

ようなタイミングでの会長就任には，大きな責任と不安を感じざ

るを得ませんが，会員の皆様のご理解，ご支援，ご協力を賜り

ながら，これまでの効率化・スリム化のための作業に加えて，学

会の魅力を高めるための仕組み作りも進めて参りたいと存じま

す。

さて，会長挨拶とは若干趣を異にしますが，理事会がこの数

年間に取り組んできたおよび今後の数年間に取り組むべき中

心的作業につきまして会員の皆様にご理解いただくべく，「学

会運営業務の効率化および組織・運営体制のスリム化」作業の

「現在地」をご説明申し上げたく存じます。この効率化・スリム化

作業は，想定される会員数減少下でも学会の活性を損なうこと

なく必要な活動を持続させることを目的としまして，平野前会長

のリーターシップのもと推進されて参りました。具体的には，平

野前会長の会長就任挨拶（生物と気象 21巻 p.47）に示されて
おります通り，「学会運営業務の効率化および組織・運営体制

のスリム化を主な目標として <中略> 1) 学会誌の出版形態，2) 
評議員会のあり方，3) 理事会のあり方，4) 支部の活動・運営，
5) 学会財産の活用，6) 全国大会の開催方針，7) 学会財政の
健全化，8) 研究部会の活性化，9) 永年功労会員表彰委員会
のあり方を主要課題とし」ております。

1)「学会誌の出版形態」につきましては，とくに英文誌
「Journal of Agricultural Meteorology」のプレゼンスの向上と，和
文誌「生物と気象」の魅力向上と活性化を主要な目的として，集

中的な議論と作業が編集委員会を中心に進められております。

その作業の一つとして申請中であった 2023年度研究成果公開
促進費（国際情報発信強化）が採択された旨の連絡が，本挨拶

原稿作成中に編集委員長より届きました。これにより，「Journal 
of Agricultural Meteorology」の質的強化，更なる国際発信力の
強化，および持続的な出版のための取組が，一層強力に推進

されることになります。

2)「評議員会のあり方」につきましては，2022年 3月の総会で
評議員制の廃止が議決されております。

3)「理事会のあり方」につきましては，検討ワーキングの報告
書に基づく理事会での議論の結果，理事数，役職数，役職担

当者数のいずれも削減が困難であるとの判断から現状維持で

決着しております。

4)「支部の活動・運営」は，現在「支部活性化」と通称されて
おります。2022年第 3回理事会にて，「支部活動の活性化に関
する提案（案）」が報告されておりますことから，この項目につき

ましては， 年中の取りまとめを見込んでおります。この提

案（案）の報告内容は多岐にわたり，また支部ごとの事情によっ

ても対応を変えざるを得ない事項も含まれておりましたことから，

最終提案書を検討ワーキングがまとめる前に，各支部長および

支部幹事を交えた広範な議論が必要であると理事会は判断い

たしました。そこで，2023年第 1回理事会に各支部の支部長お
よび支部幹事にご参加いただき，その提案（案）に対します忌

憚のないご意見を頂戴し，密度の濃い活発な意見交換を行っ

たところであります。

5)「学会財産の活用」に関する議論はまだ本格的には開始さ
れておりません。会員数の減少が今後緩やかになるとしましても，

現時点ではできるだけ学会財産からの積極的支出は避けるべ

きというご意見が多いものと予想しております。しかしながら，とく

に学会および和文誌の魅力向上を図るような結果的に将来の

会員数増に繋がる可能性が考えられる活動については，支出

額と効果の見込みのバランスを慎重に見極めながらも，これま

でよりは積極的に学会財産を活用する方向性を打ち出すべき

時期かと考えております。

6)「全国大会の開催方針」につきましては，各支部の活動を
支える会員数の減少により，従来の方式での大会運営が困難

になり始めているとの意見が少なくないことから，大会運営のマ

ニュアル作成および理事による大会運営業務補助が始まります。

また，支部会員数が最も多い関東甲信越支部では，他の支部

の倍のペース（4 年に 1 度）で大会の開催を担当することが決
まっております。

7)「学会財政の健全化」につきましては，画期的な案というも
のはおそらく存在せず，短期的には削減可能な経費の抽出・削

減，長期的には将来の会員数増に繋がる可能性のある活動企

画の立案およびその活動の実施を進めて行くという対応になり

ます。削減可能な経費の抽出・削減のための予算・決算項目の

精査やこれまで会計上不整備であった点の整備など，健全化

に向けまして，会計担当理事が中心となり精力的に取り組んで

おります。2023 年 3 月の総会では，終身会費制度の廃止が議
決され，それに伴う会則の改正が承認されております。また，同

総会で外部資金会計規程の制定が報告されております。

8)「研究部会の活性化」につきましては，2023 年中の取りまと
めを見込んでおります。2023 年から研究部会が 1 つのみとなり
ましたことから，当初の想定とは異なる方向での簡潔な取りまと

めになるものと予想しております。

9)「永年功労会員表彰委員会のあり方」につきましては，2022
年 3 月の総会で，永年功労会員表彰委員会の廃止が議決され
ております。

以上，長くなりましたが，「学会運営業務の効率化および組
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縄文時代の寒冷化事象

小林哲夫

無所属（日本農業気象学会フェロー）

Cooling Events in the Jomon Period

1. 序

もし，縄文時代の日本に野生のイネがあり，それが栽培化

されて食料になったとすれば，縄文時代に気候の寒冷化を

経験する必要があったという（佐藤，2022）。ジャポニカ型

の野生のイネは栄養繁殖性が強く，弱い種子繁殖性を強め

るためには，寒冷化など，気候の激変が必要だったという。

佐藤（2022）は，寒冷化は 12000 年前と 3000 年前に起きた

という前提の下で，前者は時期的に早すぎ，後者は逆に遅

すぎると考え，日本に野生のイネはなかったとする説の一

つの根拠とした。

相対的海水準（海面水位）の時間変化を見るとき，大陸の

大規模氷床の融解に支配される海面水位の上昇が一時的に

減速するか，海面低下が加速するのは，気候の寒冷化のサ

インである。関東平野における海面水位の時間変化を見る

と（遠藤ほか，2022），確かに，約 12000 年前と 3000 年前

にそれが認められるが，9000 年前と 5000 年前にもそれら

しき痕跡が見られる。

野生のイネの栽培化と気候寒冷化の関係についての議論

は，作物学の専門家に委ねざるをえないが，農業気象学を

学ぶ立場から，本稿では縄文時代の寒冷化事象は，いつ，ど

のような原因で起きたのかについて，従来の知見を整理し

たい。

2. 完新世の気候

気候変動は放射強制力（大気圏外縁における正味放射フ

ラックス）の変動と内部変動によると考えられる。放射強

制力の変動の原因としては，地球軌道，太陽活動，火山噴

火，温室効果ガス濃度，氷床や植生などの地表面状態が考

えられ，それぞれ固有の時間スケールを持つ。たとえば地

球軌道は 1000 年以上，太陽活動は 10～100 年，火山噴火は

数年の時間スケールで変動する。また内部変動としては，おも

に大気循環や海洋循環などの変動が考えられる。

更新世末期の氷期（ウルム氷期）においては，約 22000 年前
（以後，BP）に，北米大陸のローレンタイド氷床などの規模が最

大になった。融解による氷床の規模縮小は 18000 BP 頃から始
まり，約 7000 BPまで続いた。この現象は，地球軌道と温室効果
ガス濃度の変動に支配されたと考えられる。完新世は約 11500 
BP に始まったとされるが，これは短期的な寒冷期であるヤン
ガードリアス（YD）期が終わった時点に相当する。
更新世から完新世への過渡期（退氷期）には，たびたび，氷

床融解水の流入などによって大西洋の子午線方向反転循環

（MOC）が抑制され，大西洋における北向き熱輸送が減少した
ために，寒冷期が訪れたと考えられている。YD 期はその代表

例であり，8200 BP頃にも，スケールは小さいが，同様の寒冷期
が現れ，8.2k 事象と呼ばれる（小林，2022）。上記の海面水位
変動に現れた約 12000 BP と 9000 BP における寒冷化の痕跡
は，これらの事象に相当すると思われる。

完新世には，地球軌道パラメタの変動により，北半球高緯度

帯の夏の大気圏外縁の日射強度Q（60N, June）は，約 11000BP
に最大になり，その後 9000BPの約 520Wm-2から最近の約 480 
Wm-2まで 40 Wm-2も減少した（Renssen et al., 2006）。その結果，
地表温度は，傾向としては低下したが，亜熱帯大西洋の海面

水温は逆に上昇傾向を示した（Wanner et al., 2008）。地球全体
で見れば、地表温度変化の地理的分布は，単純ではない。

南極大陸やグリーンランド以外の大規模な氷床が融けて消

失してからも，両氷床や高緯度の小規模な氷床，海氷，あるい

は山岳氷河の拡大収縮が起きていた。拡大が顕著な時期は約

5400~4800 BP，3800 BP，3100~2500 BP，および 1400~150 BP
で，最初の拡大期は，約 8000 BPから 6000 BPまで続いた気候
最適期あるいはヒプシサーマル期の終焉を示しており，本報の

テーマである縄文時代の寒冷化事象と考えられる。また，最後

の拡大期は小氷期と呼ばれる（Wanner et al., 2008）。
約 150 BP 以後は，地表温度は上昇傾向に転じたが，この時

期は人間活動の影響が大きく，完新世に対して人新世と呼ば

れることがある。

3. 太陽活動の変動

完新世に現れた寒冷期の長さは高々100 年の時間スケール
である。したがって，その寒冷期をもたらす原因の最有力候補

は，太陽活動と考えられる。

 太陽‐地球間の平均距離（1 AU）における太陽放射エネル
ギー密度は，習慣的に太陽定数と呼ばれる。しかしながら，そ

織・運営体制のスリム化」作業の「現在地」をご説明申し上げま

した。上記の項目あるいは関連する事項につきまして，「これこ

そは」というご提案等がございます場合には，是非とも理事，副

会長，あるいは会長までご連絡いただきたくお願い申し上げま

す。また，上記の項目と関連ないご要望・ご意見等につきまして

も，同様にお寄せください。賛助会員の皆様からのご要望等も，

是非お聞かせいただければと存じます。
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